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令和元年度スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール研究実施報告（第３年次）（概要） 
 

 １ 研究開発課題名  

 
「数値制御ロボット技術」を通した、地域産業を支え、地方創生を創造する技術者の育成 
 

 ２ 研究の概要  

本県の基幹産業である機械電子産業をけん引する「数値制御ロボット技術」を通して地域産業を支え、地域創生に結

びつく、新しい価値を創造できるような人材育成に繋がる実践研究を行う。本科３年間では、①【Thinking】科学的な

根拠に基づいた論理的思考力の育成、②【Engineering】高度で実践的な技術力の向上、③【Challenge ＆ Humanity】起

業家精神の育成と技術者としての人間教育、により「課題解決力・創造力」をもった「数値制御ロボット」技術の創造

と活用ができる「先進的技術者」の育成に繋げていく。さらに専攻科２年間では、④【Advancing】課題解決・創造の実

践、により「数値制御ロボット」技術を具現化することがきるような応用力を合わせもった「先進的設計技術者」の育

成に繋げていく。また、成果の他校、他地域への普及と地域活性化、地方創生の方策についても提案していく。 

 ３ 令和元年度実施規模  

全校生徒（機械科、電気科、電子科、建築科、土木科）を対象に実施 

 ４ 研究内容  

○研究計画 
 

１年次 

①【Thinking】「科学的根拠に基づいた論理的思考力の育成」プログラム 

国語総合 「読解力・表現力・スピーチ、プレゼンテーション力」を育成 

数学Ⅰ 「計算力・問題解決力」を育成 

科学と人間生活 「分析力・証明力」を育成 

保健 「分析力・課題解決力」を育成 

家庭基礎 「分析力・判断力」を育成 

情報技術基礎(機械科） 「アルゴリズムを組み立てる力」を育成 

電気基礎(電気科) 「演繹的に推論する力」を育成 

情報技術基礎(電子科) 「アルゴリズムを組み立てる力」を育成 

建築構造(建築科) 「部材設計力」を育成 

土木基礎力学(土木科) 「計算力・証明力」を育成 
 

②【Engineering】「高度で実践的な技術力の向上」プログラム 

工業技術基礎 
県内ロボット関連製造業・インフラ整備産業・先端農業施

設・産業技術センター等の現場見学を通して育成 

工業技術基礎 
SPH 事業購入機器（３Ｄプリンタ・人型ロボット・レーザ

加工機）を活用しての育成 

企業実習 

(学校設定科目) 

県外の先端技術研究施設および県外の先端ロボット製造・

導入工場の現場見学を通して育成 

企業実習 

(学校設定科目) 

「山梨県工業系高校生実践的技術力向上事業」により企業

現場実習を実施し、現場で必要となる機器や技術等を知る

ことにより育成 
 

③【Challenge ＆ Humanity】「起業家精神の育成と技術者としての人間教育」プログラム 

学校行事 
地域のものづくり産業の現状、課題等を知るための、地域

経済・地方創生に関する講義を通して育成 

企業実習 

(学校設定科目) 

「山梨県工業系高校生実践的技術力向上事業」の企業現場

実習により、実際の企業を見て・聞いて・考え・体験する

ことを通して育成 

工業技術基礎 
知的財産について学ぶとともに、アイデアコンテストに出

品することにより育成 
 

２年次 

①【Thinking】「科学的根拠に基づいた論理的思考力の育成」プログラム 

国語総合 「読解力・表現力・スピーチ、プレゼンテーション力」を育成 

数学Ⅱ 「計算力・問題解決力」を育成 



保健 「分析力・課題解決力」を育成 

機械設計(機械科) 「計算力・設計力」を育成 

情報技術基礎(電気科) 「アルゴリズムを組み立てる力」を育成 

プログラミング技術 

(電子科) 
「処理の流れを考える力」を育成 

建築構造(建築科) 「部材設計力」を育成 

土木基礎力学(土木科) 「計算力・表現力」を育成 
 

②【Engineering】「高度で実践的な技術力の向上」プログラム 

実用英語 

（学校設定科目） 

科学技術やものづくり等をテーマとし、英語を用いた協働

的な言語活動により育成 

工業に属する科目 

（機械設計・情報技術基礎

・プログラミング技術・ 

建築構造・土木基礎力学） 

「数値制御ロボット」に関する学習内容を取り入れ、各学

科に関する基盤技術と最新技術（ロボット、AI、IoT 等）

の関わりについての学びから育成 

実習 
「数値制御ロボット」機器（SPH 事業購入機器）等を活用

したものづくりができる基本的な技術力を育成 

企業実習 

(学校設定科目) 
企業における数値制御ロボット研修を通しての育成 

 

③【Challenge ＆ Humanity】「起業家精神の育成と技術者としての人間教育」プログラム 

学校行事 
地域産業を支える企業人としての肝要な働き方、考え方、

習慣に関する講義を通して育成 

実習・課外活動 県外の産業や新技術の展開の思考からの育成 

実習・課外活動 各種アイデアコンテストへの取組による育成 
 

３年次 

①【Thinking】「科学的根拠に基づいた論理的思考力の育成」プログラム 

課題研究 
知識・技術を応用し、主体性を持って論理的に思考し、製品

製作・設計・製品提案ができる力を身に付ける。 

実習 
ＰＤＣＡサイクルによる取組により、産業現場を意識した

ものづくりを行う力を身に付ける。 

課外活動 ものづくりに関連する部活動における｢論理的思考力｣育成 
 

②【Engineering】「高度で実践的な技術力の向上」プログラム 

課題研究 
高大連携による協働的な製品製作、設計・製品提案（SPH

購入機器の活用、各種大会・コンテストへ参加）による育成 

課題研究・課外活動 
「山梨県工業系高校生実践的技術力向上事業」を通した企

業技術者からの実践的授業による育成 

課外活動 ものづくりに関する部活動における実践的技術力育成 
 

③【Challenge ＆ Humanity】「起業家精神の育成と技術者としての人間教育」プログラム 

課題研究・実習・課外活動 
校内アイデアコンテストの実施 

1･2 年次に学んだ力を生かした起業に対する仮想実践研究 

学校行事 企業・経済・マーケティングに関する講義を通して育成 

現代社会 企業モラル・技術者としての倫理の学習を通して育成 

課外活動 ものづくりに関する部活動における創造力・発想力育成 
 

４年次 

④【Advancing】専攻科における課題解決・創造の実践 

実践社会学 
社会人マナーの会得、コミュニケーション力の育成、主観

的キャリアについての思索 

企業実習 
目的を明確にした企業実習を複数の企業において実施（デ

ュアルシステム） 
 

５年次 

④【Advancing】専攻科における課題解決・創造の実践 

マネジメント工学 
工学的知識をベースに、経済社会の活動を効果的に進める

経営・管理技術の学習 

地方創生概論 
国による地方創生の目標を理解し、先行例を学びながら地

域に即した課題解決の創造 

ロボット工学 ロボットの分類、特徴および生産技術の学習 

創造研究 
ロボット製作、企業との製品共同製作、企業からの製品受

注、専攻科内ベンチャーの実践 
 



○教育課程上の特例（該当ある場合のみ） ・なし 
  

○令和元年度の教育課程の内容 ・別紙（令和元度教育課程表）参照 
  

○３年次の具体的な研究事項・活動内容 
 
本事業を通して身に付けたい資質・能力（SPHスキル）及び評価基準は次の通りである。 

（本科３年間ではレベルA、専攻科ではレベルSを目指す。）  ※ Ｂ相当の力が身に付けていない者のレベルはＣとする 

①【Thinking】科学的根拠に基づいた論理的思考力の育成 

●研究事項（本年度の目標） 

・身に付けた基礎的・基本的な知識・技術を課題解決（製品製作、設計・製品提案等）のための論理的思考に結びつ

け、知識・技術を相互に関連付けることができる。 

・課題解決（製品製作、設計・製品提案等）において、高度なものづくりに繋がる論理的思考を発揮（表現）するこ

とができる。 

・課題解決（製品製作、設計・製品提案等）において、論理的な思考を重ねることで、主体的に応用的な知識・技術

を習得し、相互に関連付けていこうとする姿勢・態度を身に付ける。 

●３年次の活動内容 

・論理的思考力を定着させるための授業改善 

  高度なものづくりに必要となる論理的思考力を育むため、共通教科の各科目及び教科「工業」に属する各科目に

おいて、ホワイトボードを活用した協働的・探究的な学びや授業内でのプレゼンテーションを実施するなど、生徒

が主体的に学習することができる実践的な授業への転換を図った。 

・論理的思考に繋がる演習・課題の実践及びルーブリックに基づいた評価 

  各教科では、論理的思考に繋がるような演習や課題に取り組むとともに、生徒の到達レベルをルーブリックに基づい

て自己評価及び教員評価を実施した。特に「課題研究」では、これまでの３年間の取り組みで身に付けた論理的

思考力、高度な技術力、創造力・発想力、人間力をものづくりを通して表現した。 

●目標に対する達成状況  

・課題解決に至る思考過程において「何ができるようになったか」を、自分自身の言葉で表現することができる

生徒割合（目標値：70％以上） 

（生徒評価）【 27.9％（事前）⇒ 50.4％（事後）】 （教員評価）【25.0%】 



・事象に対する疑問を論理的に解決することができる生徒割合（目標値：70％以上） 

（生徒評価）【 40.3％（事前）⇒ 58.5％（事後）】 （教員評価）【59.1%】 

・主体的に応用的な知識・技術を習得し、相互に関連付ける姿勢・態度を身に付けた生徒割合 

（目標値：70％以上） 

（生徒評価）【 47.3％（事前）⇒ 55.6％（事後）】 （教員評価）【56.8%】 
 
②【Engineering】高度で実践的な技術力の向上 

●研究事項（本年度の目標） 

・身に付けた技術を、課題解決（製品製作、設計・製品提案等）の中での数値制御ロボット技術等の活用に結びつけ、

「何ができるようになるか」を意識した技術力にすることができる。 

・課題解決（製品製作、設計・製品提案等）において創造的・発想的なものづくりをおこなうために数値制御ロボッ

ト技術等をいかに活用すべきか思考・判断し表現することができる。 

・身に付けた数値制御ロボット技術を活用する力、技術者として必要な英語力等を、主体的に課題解決（製品製作、

設計・製品提案等）の中で生かしていこうとする姿勢・態度を身に付けることができる。 

●３年次の活動内容 

・数値制御ロボット機器の活用 

１年次は「工業技術基礎」、２年次は「実習」で数値制御ロボット機器（機械科・電気科：３Ｄプリンタ、電子

科：人型ロボット、建築科・土木科：レーザ加工機）を活用し、数値制御ロボットの基盤となる技術の習得に取り

組み、３年次の「課題研究」におけるものづくりに繋げた。 

・科学技術やものづくり等をテーマにした協働的な言語活動 

学校設定科目「実用英語」で、「就職現場で技術者や技能者として必要となる英語によるコミュニケーション能

力を身に付けること」を目標に言語活動に取り組んだ。ものづくりに関する専門用語等を学ぶとともに言語活動を

通して実践的な外国語能力を育むとともに、科学技術やものづくり等をテーマにした協働的なプレゼンテーション

等にも取り組んだ。 

・先端企業でのロボット操作実習 

「数値制御ロボット」の仕組みと取扱いについて理解するため、地域の先端企業においてロボット研修を

実施した。取り組み直後の生徒の自己評価では、「工場・施設」や「機器」の理解は高評価であった。今後はこ

の実習により、身に付いた力を課題発見力に繋げていくような実践の場が必要である。 

●目標に対する達成状況 

・数値制御ロボットを活用するために身に付けた技術によって新たなものを創造し、それを具体的に表現するこ

とができる生徒割合（目標値：70％以上） 

 （生徒評価）【 13.2％（事前）⇒ 60.7％（事後）】 （教員評価）【46.4%】 

・数値制御ロボットを活用した場面、理由、効果等を説明できる生徒割合（目標値：70％以上） 

 （生徒評価）【 7.6％（事前）⇒ 58.4％（事後）】 （教員評価）【50.0%】 

・数値制御ロボット技術を活用して課題解決に取り組むことのできる生徒割合 

（目標値：機械・電気・電子系学科で80％以上） 

 （生徒評価）【 31.8％（事前）⇒ 45.8％（事後）】 （教員評価）【44.2%】 
 

③【Challenge ＆ Humanity】起業家精神の育成と技術者としての人間教育 

●研究事項（本年度の目標） 

・課題解決（製品製作、設計・製品提案等）の中で、身に付けた知的財産権や安全意識、倫理観、地方創生等に関す

る知識を活用することができる。 

・課題解決（製品製作、設計・製品提案等）において、独創的なものづくりに繋がる創造力・発想力を発揮すること

ができる。 

・身につけた安全意識、倫理観をもって、課題解決（製品製作、設計・製品提案等）に主体的に取り組もうとする姿

勢・態度を身に付けることができる。 

●３年次の活動内容 

・高校生ビジネスプラングランプリ 

ものづくりの基盤となる創造力・発想力を身に付けるため、1 年生全員が高校生ビジネスプラングランプリ

に取り組んだ。平成 29 年度はベスト 100 入賞、平成 30 年度、令和元年度は｢学校賞｣を受賞した。 

・パテントコンテスト      

ビジネスプラングランプリを通して身に付けた力を基盤として、知的財産権や特許に関わるパテントコン

テストにも取り組んだ。平成 30 年度は２年生の希望者が参加し 27 件出品、そのうちの一つが全国上位 60 作

品に選ばれた。令和元年度は、２年生全員が参加し、１名が優秀賞を受賞した。この取組を通して、自分自



身の創造力や発想力が社会を豊かにすることに繋がることのやりがいを感じるとともに、地域の企業が求め

る創造力・発想力を身に付け、本県産業の継続的な発展に寄与していきたいと考えるようになった。その結

果は、本校専攻科への進学希望者の増加にも繋がった。 

・ロボットアイデア甲子園 

産業用ロボットの活用アイデアを競う、「ロボットアイデア甲子園」の第１回大会に出場した。神奈川県

で行われた南関東地区大会で最優秀賞を受賞。地区代表として、世界最大級のロボット展覧会「2019 国際ロ

ボット展」において発表を行い最優秀賞を受賞した。 

●目標に対する達成状況 

・各種アイデアコンテストへの取り組みで身に付けた資質・能力をものづくりの中で生かすことのできる生徒割合

（目標値：70％以上） 

 （生徒評価）【 27.1％（事前）→ 51.1%（事後）】 （教員評価）【40.9%】 

・小学科の知識・技術を相互に関連付けて、独創的なものづくりができる（目標値：15 件以上） 

課題研究におけるものづくり成果発表テーマ件数 ３７件 

・ものづくりにおいて、安全意識や倫理観を意識し、主体的・協働的に取り組む（目標値：80％以上） 

 （生徒評価）【 75.2％（事前）→ 76.4%（事後）】 （教員評価）【83.7%】 
 
④その他 

●課題研究 

これまでの３年間の取り組みで身に付けた論理的思考力、高度な技術力、創造力・発想力、人間力を、「課

題研究」ではものづくりを通して表現した。各々が取り組んだ課題研究やポスターセッションを通して、身

に付けたい全ての力が３年生で飛躍的に向上した。 

●SSH 指定校との合同研究発表会 

地域の SSH 指定校ではどのようなことに取り組んでいるのか、また、どのような成果を上げているのかを

知るため、SSH 指定校との交流を積極的に行っている。また、SSH 指定校の研究発表会にも参加し、本校

SPH の取組を多くの方に PR している。ものづくりにはいろいろな見方や考え方があり、工業高校とは異な

る普通高校の取組に大変刺激を受けた。交流を通じた気づきは「課題研究」で生かしている。 

●その他の活動内容 

教員の先端技術研修 

(１０、１１月) 

教員としての技術的スキルを高め、生徒の学習指導に生かすために以下の研修に参加 

研修テーマ ・「5軸制御マシニングセンタによる加工技術」 

・「3D CAD 講習会」 

先進校視察 

（７月実施） 

岩手県黒沢尻工業高等学校、愛知県立愛知総合工科高等学校 を訪問し、情報交換を

実施 

SPH 全体研修会 

（4、5、8、9、11月） 

第１回「本校 SPH の概要と本年度の取組について」 

第２回「ルーブリック評価法について」 

第３回「授業記録・改善の概要について」 

第４回「専攻科先進校視察内容の報告」 

第５回「全国産業教育フェアの報告」 

研究発表会(1月) 
SPH を通して生徒が身に付けた資質・能力を表現する機会とし、本校の 3 年目の実

践研究を他校、他地域へ発信する。 

事業報告書の作成 3 年目の実践研究を発信し、成果の普及や4年目以降の実践研究に生かす。 

「甲工 SPH 通信」発行 

学校HPでの紹介 
生徒・保護者・外部への情報発信を実施 

その他 

○全国産業フェア新潟大会参加 教員4名、生徒3名（11月） 

○2019 国際ロボット展発表 教員3名、生徒3名（11月） 

○文部科学省研究成果発表会参加 教員2名（2月） 
 

 ５ 研究の成果と課題  

○研究成果の普及方法 

・学校ホームページにバナーを貼り、事業の内容や SPH 通信等を載せている。 

・企業現場実習の受入れ企業（SPH 協力企業）を訪問する際、SPH 事業の主旨・内容について説明するとともに、SPH

の主旨に沿った事業協力を依頼し普及を進めている。 

・SPH 事業の取組を他校に普及させるため、年数回実施される「工業系高校生実践的技術力向上事業」担当者委員会（県

教育委員会主催、県内全工業系高校参加）の中で、SPH で実施した取組の具体的内容や成果、課題等を報告している。 

・専攻科連携推進委員会、中学生への専攻科説明会、一般向けの専攻科 PR など、専攻科開設に関わる取組の中で、本

校 SPH 事業と専攻科の繋がりについて説明し、SPH の重要性の理解を得ている。 

・研究発表会を通して、本校生徒とその保護者・関係企業・外郭団体・他校に SPH 事業の取組と成果を伝えている。 

・事業報告書の作成と配布を行っている。 



○実施による効果とその評価 

（１）成果 

SPHを通して育成を目指す１１の資質・能力に対する生徒の自己評価及び教員評価は下図の通りである。生徒については、

今年度の１年生、２年生、３年生の自己評価であるが、高学年になるほど評価が高くなっており、SPH の取組を通して目標

とする資質・能力が着実に向上していることがわかる。しかしながら、⑤実践的技術力、⑪発信力については、１、２年生の

評価が低い。実践的技術力については、「高度」な技術力を目指していることから、２年生までの評価はあまり高くないと考

える。３年生では課題研究等を通じて実践的な技術に関わることから、１、２年生と比べて評価は高くなっているが、高度な

技術力の定着には至っておらず、専攻科での継続した取り組みが重要となっていく。発信力については、SPH 事業３年目の

全国産業教育フェアでの発表、国際ロボット展での発表、３年生全生徒が行ったSPH成果発表会・ポスターセッション等を

通じて生徒自身が自信を持ったことが生徒変容の要因であると考えている。 

一方、教員評価では、④知識力及び⑨社会人倫理力を評価する割合が７割を超えており、SPH による成果であると考える。

しかしながら、⑥外国語活用力、⑪発信力に対する評価は３割未満と低い。外国語活用力については成果が一部の生徒に限定さ

れていることが評価の低い要因である。また、今年度初めて実施した成果発表会でのポスターセッションに対する総評では、96

％の教員が良い評価をしているものの、生徒の発信力の定着には至っていない。そのため、今後はこれまでの取り組みを本校の

教育活動として定着させていくことが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

SPH事業３年間の主な成果は以下の３点である。 

１．企業実習等による確かな技術力の向上 

SPHを通して、世界を牽引する地元のロボットメーカー等で実習する機会を得たことで、生徒の数値制御機器を扱う

ことができる割合を2.6％から42.9％に向上させることができた。しかしながら、高度な技術力が定着しているとはい

えず、事業の検証で明らかとなった、数値制御機器を一人で扱うことのできる生徒割合を上げていくことが課題である。

よりSPH事業の成果を実用的なものにするとともに、専攻科での継続した取り組みが重要となる。 

２．発表会によるSPH事業の他校および他地域への発信・普及 

今年度は、全国産業教育フェアや国際ロボット展、各種アイデアコンテストなど、SPH の成果を地域や全国に向け

て発信する機会が多くあった。この機会は、確実に生徒の発信力（プレゼンテーション能力）をはじめとする、SPH

で身に付けさせたい資質・能力を向上させた。特に、今年度初めて実施した３年生全員で実施した成果発表会でのポス

ターセッションでは、これまでに培った力を活用することで発信力を28％から50％に向上させることができた。今後

も、機会を捉まえて積極的に成果等を発信する。 

３．コンテスト参加による確かな創造力の向上 

SPH事業では「創造力」を育むため、ビジネスプラングランプリ、パテントコンテスト、ロボットアイデア甲子園な

ど、多くのアイデアコンテストに取り組んだ。本校では初めての取組であり、それぞれのコンテストでは多くの成果を

上げた。また、このような成果は、生徒の持つポテンシャルの高さを改めて教員に気づかせた。今後も引き続き、身に

付けた「創造力」がものづくりに結びつくような取り組みをしていく。 

（２）今後の課題 

（１）で示した通り、SPHで身に付けたい１１の資質・能力は確実に向上しているものの、本科で目指す目標レベルに

達している生徒は６割弱であり、これまでの取り組みを着実に定着させていくことによって、生徒のさらなるスキルアッ

プを目指していく。また、専攻科初年度となる次年度の学校体制づくりも大きな課題である。現在、SPHや専攻科開設準

備で多忙な状況下ではあるが、教員の働き方改革も進めながら、全教員が一丸となって取り組むような体制を築いていく

ことが重要である。専攻科に導入される最新数値制御機器等を本科生も活用するなど、専攻科と本科との効果的な接続を

検討していくとともに、県教育委員会、地域企業及び高等教育機関等とのさらなる連携を確立させ、地域で活躍する専門

的職業人を育成するための工業教育を展開していく。  

①課題発見力  ②論理的思考力  ③課題解決力  ④知識力  ⑤実践的技術力  ⑥外国語（英語）活用力 

⑦創造力    ⑧コミュニケーション力   ⑨社会人倫理力   ⑩主体性   ⑪発信力 
 
※レベル S、A、B、C のうち、本科で身に付けたい力の目標レベル A 以上の割合 

1 年生 ２年生 ３年生 ３年生に対する教員評価 


